
■
今
年
も
子
供
報
恩
講
へ
ご
参
加
く
だ
さ
い
■

一
月
十
六
日
は
宗
祖
親
鸞
聖

平
成
二
十
六
年
の
光
山
寺
前
期
行
事
予
定
の
一
覧
で
す
。

人
の
ご
命
日
、
毎
年
一
月
の
土

万
障
繰
り
合
わ
せ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

曜
学
校
は
、「
こ
ど
も
報
恩
講
」

★
萩
組
・
光
山
寺
法
要
関
連

と
称
し
て
、
お
勤
め
の
後
、
お
齋

一
月

九
日
（
木
曜
）
午
前
十
一
時
半

最
勝
講
（
玉
江
地
区
）

と
き

に
ゲ
ー
ム
と
子
供
達
と
父
兄
も

一
月
二
五
日
（
土
曜
）
午
後
七
時

萩
組
連
続
研
修
（
浄
国
寺
）

萩
市
仏
教
会
（
会
長
、
東
光
寺
）
で
は
五
十
周
年
を
記
念
し

一
緒
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

二
月

二
日
（
日
曜
）
午
後
七
時
半

門
徒
推
進
員
連
絡
協
議
会
（
光
源
寺
）

て
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
マ
ス
コ
ッ
ト
を
作
成
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

て
い
ま
す
。
毎
年
多
く
の
皆
さ

三
月
一
五
日
（
土
曜
）
午
後
七
時

萩
組
連
続
研
修
（
明
円
寺
）

た
。
各
種
仏
教
会
行
事
や
子
供
会
等
に
も
出
前
出
張
す
る
ゆ
る

ん
に
参
加
い
た
だ
い
て
い
ま

五
月
一
・
二
日
（
木
・
金
曜
）

春
季
永
代
経
法
要
（
講
師
、
福
田
康
正
師
）

キ
ャ
ラ
で
あ
る
。
つ
い
て
は
こ
の
度
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ

す
。
小
学
生
ま
で
の
お
子
さ
ん

★
子
供
会
（
日
曜
学
校
）

関
連

ン
を
募
集
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
詳
細
な
募
集
要
項
な
ら

が
い
ら
っ
し
ゃ
る
父
兄
の
皆
さ

一
月

一
三
日
（
月
曜
）
午
前
十
一
時

子
供
報
恩
講

び
に
募
集
用
紙
は
、
本
堂
に
設
置
し
て
い
る
の
で
、
締
め
切
り

ん
に
は
、
お
正
月
の
子
供
報
恩

以
降
、
二
月
十
五
日
（
土
曜
）・
三
月
十
五
日
（
土
曜
）

厳
守
で
応
募
く
だ
さ
い
。

講
に
は
是
非
と
も
ご
一
緒
に
お

四
月
十
九
日
（
土
曜
）・
五
月
一
七
日
（
土
曜
）

ご
協
力
頂
き
た
い
方
は
、
三
才
～
大
学
生
（
専
門
学
校
含
む
）

越
し
下
さ
い
。
参
加
費
等
は
無

午
前
九
時
よ
り
開
催

ま
で
の
方
で
、
次
の
四
つ
の
要
素
を
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ン

料
で
す
。

★
仏
教
青
年
会

関
連

に
考
慮
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
：
一
月
十
三
日

午
前
十
一
時
～
午
後
二
時
頃

一
月
十
三
日
（
月
曜
）
午
前
十
一
時

子
供
報
恩
講
と
同
時
開

一
、
萩
市
ら
し
さ

二
、
仏
教
ら
し
さ

会
場
：
光
山
寺
本
堂
に
て

★
仏
教
壮
年
会

関
連

三
、
子
供
へ
の
親
し
み
や
す
さ

■
受
勲
と
門
徒
推
進
員
に
な
り
ま
し
た
■

三
月

九
日
（
日
曜
）
午
前
十
時

山
口
教
区
仏
教
壮
年
大
会
（
別
院
）

四
、
等
身
大
の
着
ぐ
る
み
が
作
成
可
能
な
も
の

平
成
二
十
五
度
の
春
の
叙
勲
に
て
山
田
地
区
の
原
幸
一
さ
ん
（

五
月

下
旬

午
後
七
時
半

光
山
寺
仏
教
壮
年
会
総
会

応
募
は
必
ず
別
紙
用
紙
に
て
、
平
成
二
十
六
年
一
月
十
九
日
ま

六
三
才
、
当
時
）
が
瑞
宝
双
光
章
（
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
）
を

六
月

未
定
（
日
曜
）
午
後
三
時

光
山
寺
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

で
に
光
山
寺
に
持
参
く
だ

受
章
さ
れ
ま
し
た
。
ご
披
露
が
遅
く
な
り
ま
し
た
。

★
仏
教
婦
人
会

関
連

さ
い
。
賞
品
は
、
優
秀
賞

ま
た
、
昨
年
十
二
月
、
ご
本
山
で
の
第
二
〇
三
回
門
徒
推
進
員

二
月
下
旬
・
四
月
中
旬

光
山
寺
仏
教
婦
人
会
常
任
委
員
会
・
全
役
員
会

一
名
（
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に

養
成
中
央
教
修
を
椿
東
地
区
の
山
平
勝
彦
さ
ん
が
受
講
さ
れ
、
門

五
月
一
八
日
（
日
曜
）
午
前
九
時
半

光
山
寺
初
参
式

採
用
）
に
は
図
書
カ
ー
ド

徒
推
進
員
と
な
ら
れ
ま
し
た
。
（
記
事
詳
細
は
次
号
）
門
徒
推
進

★
親
鸞
聖
人
讃
仰
会
（
登
録
制
・
要
年
会
費
二
千
円
）

一
万
円
、
優
秀
賞
三
名
に

員
と
は
、
萩
組
の
連
続
研
修
（
通
称
「
連
研
」
）
を
受
講
さ
れ
、

四
月
一
四
日
（
月
曜
、
午
後
八
時
）、
六
月
一
六
日
（
月
曜
）

は
図
書
カ
ー
ド
五
千
円
、

ご
本
山
で
の
三
泊
四
日
の
教
修
を
受
講
さ
れ
た
方
が
山
口
教
区
よ

以
降
、
隔
月
原
則
第
三
月
曜
日
午
後
八
時
庫
裡
に
て
開
催
。
十
月
ま
で
。

佳
作
若
干
名
に
は
図
書
カ

り
委
嘱
さ
れ
、
僧
侶
と
と
も
に
周
囲
の
人
々
に
み
教
え
を
伝
え
る

★
礼
讃
の
夕
べ
（
旧
、
正
信
偈
唱
和
会
、
一
般
参
加
可
・
無
料
）

ー
ド
千
円
、
そ
の
他
の
応

実
践
・
推
進
者
と
し
て
積
極
的
に
活
動
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
と
な

五
月

十
日
（
土
曜
）
午
後
八
時

光
山
寺
本
堂

募
者
全
員
に
仏
教
会
オ
リ

り
ま
す
。

六
月
一
四
日
（
土
曜
）
午
後
八
時

光
山
寺
本
堂

ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
が
も
れ
な

■
ご
正
忌
報
恩
講
（
ご
し
ょ
う
き
ほ
う
お
ん
こ
う
）■

七
月
一
九
日
（
土
曜
）
午
後
八
時

光
山
寺
本
堂

く
貰
え
ま
す
。
応
募
は
一

親
鸞
聖
人
の
ご
祥
月(

し
ょ
う
つ
き)

命
日
を
縁
に
一
月
九
日
か
ら
十
六
日
の

以
後
、
毎
月
第
二
土
曜
午
後
八
時
開
催
。
十
月
ま
で
六
回
開
催
。

人
一
点
で
す
。
対
象
の
方

一
週
間
営
ま
れ
る
本
願
寺
最
大
の
年
中
行
事
で
す
。
期
間
中
、
全
国
か
ら
僧

★
雅
楽
練
習
会
（
原
則
日
曜
午
後
７
時
半
。
不
定
期
開
催
）

は
奮
っ
て
応
募
く
だ
さ

侶
・
門
信
徒
が
多
数
参
拝
し
、
聖
人
の
ご
遺
徳
を
偲
ぶ
と
と
も
に
浄
土
真
宗

一
月
一
九
日
（
日
）・
三
月
一
六
日
（
日
）

い
。

の
信
者
と
し
て
の
自
覚
を
新
た
に
し
ま
す
。
是
非
お
参
り
く
だ
さ
い
。

※
コ
ー
ラ
ス
の
日
程
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

山
口
別
院
定
例
法
座
・
毎
月
五
日
午
後
一
時
半
（
一
月
は
十
時
半
）

萩
こ
こ
ろ
の
電
話
（
三
分
間
法
話
）
℡
２
５
～
７
７
１
０

西
本
願
寺
の
時
間
（
Ｋ
Ｒ
Ｙ
ラ
ジ
オ
）
毎
週
日
曜
日
午
前
六
時
か
ら
六
時
十
分
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■
仏
教
壮
年
会
研
修
・
忘
年
会
■

■
親
鸞
聖
人
鑚
仰
会
会
員
募
集
！
■

■
法
話
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
悩
み
」
■
。

光
山
寺
仏
教
壮
年
会
（
会
長
、
西
島
孝
一
）
で
は
文
化
部
（
野
村
謙
次
部
長
）
の
研
修
並

親
鸞
聖
人
の
み
教
え
を
鑚
仰
し
、
同
朋
と
し
て
の
親
睦
を
深
め

大
分
教
区

紅
楳
三
男
丸

び
に
忘
年
会
を
十
二
月
二
十
一
日
（
土
）
午
後
六
時
よ
り
光
山
寺
本
堂
に
て
開
催
し
た
。
今

る
事
を
目
的
と
し
た
「
親
鸞
聖
人
鑚
仰
会
」
を
今
年
も
四
月
十
四

私
が
こ
れ
か
ら
お
話
す
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
と
て
も
可
愛

年
度
も
講
師
と
し
て
萩
博
物
館
学
芸
員
、
道
迫
真
吾
氏
を
お
迎
え
し
て
、
「
長
州
フ
ァ
イ
ブ

日
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
の
で
、
新
規
会
員
を
募
集
い
た
し
ま
す
。
く
て
、
ア
ッ
サ
リ
し
た
い
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で
す
。

密
航
留
学
一
五
〇
周
年
」
と
題
し
て
講
演
い
た
だ
い
た
。
長
州
五
傑
（
長
州
フ
ァ
イ
ブ
）
と

ご
門
徒
に
限
ら
ず
、
年
齢
・
男
女
を
一
切
問
わ
ず
広
く
親
鸞
聖
人

と
こ
ろ
が
、
こ
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
も
い
く
つ
か
悩
み
が
あ

は
、
幕
末
に
長
州
藩
か
ら
派
遣
さ
れ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
秘
密
留
学
し
た
、
井
上
聞
多
（
井
上

の
み
教
え
を
仰
ぐ
方
々
の
集
ま
り
で
す
。
年
会
費
は
二
千
円
で
二

り
ま
し
た
。
そ
れ
は
次
第
に
耳
が
遠
く
な
り
、
人
の
話
が
聞
き

馨
）
、
遠
藤
謹
助
、
山
尾
庸
三
、
伊
藤
俊
輔
（
伊
藤
博
文
）
、
野
村
弥
吉
（
井
上
勝
）
の
五

ヶ
月
に
一
回
の
開
催
。
西
本
願
寺
の
「
季
刊
せ
い
て
ん
」
を
中
心

取
り
に
く
い
こ
と
で
し
た
。
人
間
８
０
歳
も
過
ぎ
れ
ば
ど
こ
か

人
。
秘
密
留
学
の
た
め
秘
か
に
乗
り
込
ん
で
い
た
英
国
船
が
横
浜
港
か
ら
無
事
出
港
し
た
の

に
学
習
し
ま
す
。
『
浄
土
真
宗
聖
典
（
註
釈
版
）
』
が
必
要
と
な
り

に
故
障
が
く
る
、
と
言
っ
て
し
ま
え
ば
す
む
こ
と
で
す
が
、
本

は
、
一
八
六
三
年
（
文
久
三
年
）
五
月
十
二
日(

旧
暦)

で
あ
り
、
そ
の
前
日
十
一
日
の
五
人

ま
す
が
、
お
持
ち
で
な
い
方
は
申
し
出
く
だ
さ
い
。
原
則
偶
数
月

人
に
と
っ
て
は
不
自
由
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

の
手
紙
を
解
読
し
て
も
ら
い
、
生
き
た
機
械
と
な
ら
ぬ
と
す
る
五
人
の
志
と
決
意
に
一
同
感

第
三
月
曜
日
午
後
八
時
開
催
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

耳
が
遠
く
な
る
こ
と
ば
か
り
で
し
た
ら
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も

動
し
た
。

い
。
詳
し
い
申
込
み
に
つ
い
て
は
別
紙
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

少
し
は
が
ま
ん
が
で
き
ま
し
た
。
で
も
今
度
は
、
目
が
少
し
ず

ま
た
、
研
修
会
修
了
後
は
、
本
年
も

■
法
話
「
砂
の
風
呂
」
■

つ
見
え
な
く
な
り
ま
し
た
。
病
院
で
手
術
を
し
ま
し
た
が
、
あ

三
隅
の
極
楽
寺
仏
教
壮
年
会
会
員
四
名

む
ら
か
み

け
ん

ま
り
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
。
近
頃
で
は
、
昔
の
お
し
ゃ
れ
で
、

と
三
見
光
円
寺
さ
ん
光
山
寺
仏
教
婦
人

お
父
さ
ん
が
お
ゆ
か
ら
あ
が
っ
て
き
た
。
わ
た
し
が
そ
の
あ

お
し
ゃ
べ
り
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
元
気
が
あ
り
ま
せ
ん
。
得
意

会
有
志
の
皆
さ
ん
も
参
加
さ
れ
、
約
五

と
に
は
い
っ
た
。
底
板
を
さ
わ
っ
た
ら
少
し
砂
が
あ
っ
た
。

な
昔
話
も
、
こ
の
頃
で
は
愚
痴
の
方
が
多
く
な
っ
て
き
た
の
で

〇
名
の
ご
門
徒
と
賑
々
し
く
忘
年
会
が

真
っ
黒
に
な
っ
て
働
い
た
か
ら
だ
。
私
は
黙
っ
て
は
い
っ
て

す
。
ご
主
人
が
亡
く
な
っ
た
年
な
ど
、
南
無
阿
弥
陀
仏
と
一
万

庫
裏
に
て
開
催
さ
れ
た
。

い
た
。

回
以
上
も
書
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

■
募
金
箱
報
告
■

こ
の
詩
を
見
る
と
な
ぜ
か
ホ
ッ
と
し
ま
す
。
「
お
と
う
さ
ん
は
ち

最
後
に
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
言
い
ま
し
た
。「
耳
の
遠
い
こ
と
も
、

Ｗ
Ｗ
Ｆ
Ｊ
（
世
界
自
然
保
護
基
金
日
本
委
員
会
）
の
募
金
箱
（
焼
香
卓
よ
こ
）
に
集
ま
っ

ゃ
ん
と
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
て
か
ら
風
呂
に
入
る
べ
き
だ
」
と
か
「

目
の
う
す
い
こ
と
も
く
や
し
い
こ
と
で
す
が
、
じ
っ
と
が
ま
ん

た
募
金
七
、
六
三
一
円
を
十
二
月
二
十
四
日
送
金
し
ま
し
た
。
沢
山
の
募
金
大
変
に
有
り
難

風
呂
に
砂
が
あ
る
な
ん
て
金
魚
の
水
槽
み
た
い
だ
」
と
い
う
の
問

し
ま
し
た
よ
。
で
も
ね
今
朝
、
南
無
阿
弥
陀
仏
と
紙
に
書
こ
う

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
仏
教
婦
人
会
設
置
の
募
金
箱
に
集

題
で
は
な
く
、
こ
の
詩
を
書
い
た
子
は
一
生
懸
命
働
い
た
お
父
さ

と
し
た
ら
、
ど
ん
な
漢
字
だ
っ
た
か
い
く
ら
思
い
出
そ
う
と
し

ま
っ
た
募
金
二
四
、
八
七
八
円
を
萩
組
を
通
じ
て
、
萩
市
豪

ん
の
後
ろ
姿
を
見
て
お
の
ず
と
黙
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

て
も
思
い
出
せ
な
い
の
で
す
よ
。
頭
ま
で
ボ
ケ
て
き
た
と
思
っ

雨
集
中
災
害
救
援
義
援
金
と
し
て
萩
市
に
寄
付
し
ま
し
た
。
募

「
勉
強
し
な
さ
い
」
「
お
手
伝
い
し
な
さ
い
」
「
も
っ
と
行
儀
よ

た
ら
、
情
け
な
く
て
情
け
な
く
て
・
・
・
」
こ
れ
が
本
当
の
悩

金
箱
は
引
き
続
き
そ
れ
ぞ
れ
設
置
し
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
ご

く
」
と
、
言
葉
を
駆
使
し
て
最
高
の
理
屈
を
作
り
上
げ
て
も
、
子

み
と
い
う
も
の
で
し
ょ
う
。
私
た
ち
も
こ
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と

協
力
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

供
は
ビ
ー
ル
を
飲
み
な
が
ら
ナ
イ
タ
ー
を
見
る
お
父
さ
ん
の
姿
を

同
じ
終
着
駅
の
電
車
に
乗
っ
て
い
る
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

■
初
参
式
の
お
知
ら
せ
■

真
似
す
る
の
で
す
。

耳
も
遠
く
な
り
、
目
も
う
す
く
な
り
、
南
無
阿
弥
陀
仏
と
い

親
鸞
聖
人
の
誕
生
月
で
あ
る
五
月
に
は
毎
年
婦
人
会
主
催
に
よ
り
初
参
式
を
実
施
し
て
い

ご
門
徒
さ
ん
が
家
族
三
人
で
お
参
り
に
来
ま
し
た
。
お
母
さ
ん

う
字
も
忘
れ
て
し
ま
う
私
を
“
忘
れ
は
し
な
い
、
た
と
え
あ
な

ま
す
。
今
年
も
五
月
十
八
日
（
日
曜
日
）
午
前
九
時
半
よ
り
光
山
寺
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

は
、
お
経
を
一
緒
に
お
勤
め
し
て
、
き
れ
い
な
姿
勢
で
合
掌
し
て
、
た
が
忘
れ
て
も
、
私
は
あ
な
た
を
忘
れ
ま
せ
ん
”
と
い
う
阿
弥

生
後
一
年
く
ら
い
ま
で
の
お
子
さ
ん
が
対
象
と
な
る
が
、
仏
の
子
と
し
て
育
つ
た
め
仏
教
の

お
焼
香
を
し
ま
し
た
。
一
緒
に
来
て
い
た
六
歳
の
子
と
一
歳
の
子

陀
さ
ま
の
よ
び
声
の
強
さ
に
頭
が
下
が
り
ま
す
。
お
ば
あ
ち
ゃ

ご
縁
に
初
め
て
あ
う
合
同
の
初
参
式
で
す
。
参
加
希
望
の
方
は

が
、
そ
の
姿
を
真
似
し
て
い
ま
し
た
。

ん
の
悩
み
を
聞
い
て
、
本
当
の
人
間
の
姿
と
ま
こ
と
の
教
え
に

お
子
さ
ん
の
お
名
前
・
生
年
月
日
等
を
光
山
寺
ま
で
ご
連
絡
く

理
屈
や
上
手
い
説
法
だ
け
で
教
え
が
伝
わ
っ
て
い
く
こ
と
は
あ

ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

だ
さ
い
。
尚
、
当
日
参
加
で
き
な
い
方
は
個
別
の
初
参
式
や
自

り
ま
せ
ん
。
一
人
一
人
が
そ
の
後
ろ
姿
を
も
っ
て
次
の
世
代
に
残

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
あ
り
が
と
う
。

宅
で
の
初
参
式
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
で
、
是
非
お
申
し
出
く

し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。

だ
さ
い
。

（
「
仏
教
子
供
新
聞
」
七
五
六
号
よ
り
）

（
テ
レ
ホ
ン
法
話
集
「
い
つ
で
も

ど
こ
で
も
（
第
一
集
）」
よ
り
転
載
）

山
口
別
院
定
例
法
座
・
毎
月
五
日
午
後
一
時
半
（
一
月
は
十
時
半
）

萩
こ
こ
ろ
の
電
話
（
三
分
間
法
話
）
℡
２
５
～
７
７
１
０

西
本
願
寺
の
時
間
（
Ｋ
Ｒ
Ｙ
ラ
ジ
オ
）
毎
週
日
曜
日
午
前
六
時
か
ら
六
時
十
分

（第５１号） 光山寺新聞 ２０１４年（平成２６年）１月１日（水曜日）


